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３月３日（火）
18日（水）
本会議・委員会は、

どなたでも傍聴できます

12月議会の傍聴者は
45人でした。

（男性：28人・女性17人）

こちら編集室　 次回定例会の予定
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迎
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。
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今回は月田委員が取材しました

訓練の目的は何ですか？
２年前に自主防災組織を立ち上げましたが、この組
織が住民の力を結集し、頼りになる組織であり続け
るために訓練を実施しました。

いつどこで実施しま
したか？
令和元年11月24日の午前
８時２0分から箱石区公民
館を会場に開催しました。

参加人員は？
箱石区民、玉村消防署・玉村消防団第７分団、女
性防火クラブなど総勢150名が参加しました。

どのようなことを実施しましたか？
第１部　避難誘導　　　
　　　　避難経路の確認
第２部　体験コーナー
　 消火訓練・AED
　 煙体験・土のうづくり
　 応急担架づくり

訓練を通して学んだことは何ですか？
日ごろの心構えと防災用品等の備えの大切さです。

議会だよりの感想は
毎回しっかり読んでいます。
特に一般質問、それに追跡の記事がよい。　
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みんなでつくる安全・安心な地区 箱石

箱石地区初の防災訓練　お話を伺ったのは猪野康夫さんです


